
 
Perplexity Computer & Personal 

Computer：知財業務への影響分析 

エグゼクティブサマリー 

Perplexityは2026年2月にPerplexity Computer（19モデルを統合したマルチエージェントク

ラウド基盤）、3月11日の開発者会議「Ask 2026」にてPersonal Computer（Mac miniをロー

カル拠点とする24時間稼働型エージェント）を相次いで発表した。両製品は、AIを「回答生

成ツール」から「ワークフロー実行エンジン」へと転換させる設計思想を共有しており、特

許調査・明細書作成・中間応答・ポートフォリオ管理を含む知財業務全般に対して、機会と

脅威の双方から多大な影響を与える可能性がある。本レポートはその具体的な影響を多角的

に分析する。[1][2] 

 

1. 両製品の技術概要 

1.1 Perplexity Computer（クラウド型） 

2026年2月にローンチされたPerplexity Computerは、複数の最先端AIモデルを統合し、リサ

ーチから成果物生成までのワークフロー全体を自律実行するエージェント基盤である。その

設計の核心はマルチモデルオーケストレーションにある。[1] 

• コア推論エンジン：Opus 4.6が全体判断を担い、タスクに応じて最適モデルへルー

ティング[1] 

• 役割分担の例：Gemini（ディープリサーチ・サブエージェント生成）、GPT-5.2（長

文コンテキスト理解）、Grok（軽量タスクの高速処理）、専用モデル（画像・動画

生成）[1] 

• 統合ツール群：ファイルシステム、CLIツール、ブラウザ（リアルタイムWebアクセ

ス）、外部コネクタ、永続メモリ[1] 

• 処理能力の実証：CEOのAravind Srinivas氏によれば、16,000件超のクエリをMcKins

ey・Harvard・MITなどの機関ベンチマークと比較した結果、4週間で3.25年分の業務

量をこなし、社内人件費を160万ドル（約2.5億円）削減したと報告されている[1] 



CEOはSteve Jobsの言葉「Musicians play their instruments, I play the orchestra.」を

引用し、本製品を「AIオーケストレーター」と位置付けた。[1] 

1.2 Personal Computer（ローカル・クラウドハイブリッ

ド型） 

2026年3月11日に発表されたPersonal Computerは、Perplexity Computerをユーザーのロー

カル環境に拡張したものである。[3][2] 

• 物理基盤：専用Mac miniが「AIの物理的拠点」として24時間365日稼働する[3][1] 

• アーキテクチャ：ローカルファイルアクセス＋デスクトップアプリ連携（Notion, G

itHub, Salesforce, Gmail, Slack, Snowflakeなど400以上）とPerplexityのクラウ

ドオーケストレーション層（20以上のフロンティアモデル）を統合[4][5] 

• 操作性：どのデバイスからでもリモートアクセス・制御が可能で、システムは「nev

er sleeps（決して眠らない）」と表現されている[6][7] 

• セキュリティ機能：機密性の高い操作には本人の承認を必須とし、全セッションの

監査ログを保持、即時停止のためのキルスイッチを装備[8][7] 

• 提供状況：現時点はウェイトリスト制の早期アクセス段階。Perplexity MaxおよびE

nterprise Maxユーザー向けに順次提供予定[5][1] 

1.3 Computer for Enterprise（企業向け） 

同時に発表されたComputer for Enterpriseは、20の専門モデルへのルーティング、400以上

のアプリ連携、Slackとの統合（チャンネル経由でのコーディング・ダッシュボード・財務

モデル作成の自律実行）を特徴とし、セキュアなサンドボックス上で動作する。[1] 

 

2. 知財業務における機会（ポジティブインパ

クト） 

2.1 先行技術調査・特許ランドスケープ分析の高速化 

現状でもPerplexityのPatentsツールは、自然言語クエリをUSPTO・EPO・各国特許庁の構造

化クエリに変換し、複数管轄を横断的に検索する能力を持つ。Perplexity Computerが加わ

ることで、この先行技術調査はエンドツーエンドの自律ワークフローへと昇格する。[9] 

具体的には、ユーザーが「この発明の新規性を検証せよ」と指示するだけで、エージェント

が以下を自律実行することが想定される： 

1. 特許DB横断検索（CPC/IPCコードへの自動マッピング含む）[10] 



2. 引用文献の収集・要約・クレームマッピング（セマンティック検索による構成要件

別差異抽出）[11] 

3. 競合企業・発明者の出願傾向分析[11] 

4. 検索ログ・証拠パックの自動生成（監査可能な形式）[11] 

AI支援特許調査ツールは、純粋なキーワード検索と比較してクエリ反復時間を40〜60%削減

できるとされており、Perplexity Computerの統合環境はこの効率をさらに高める可能性が

ある。[12] 

2.2 OA（中間応答）対応ワークフローの効率化 

特許出願の86〜90%が初回OAを受け取るという現実において、OA対応の効率化は知財コスト

最適化の最重要課題である。2026年の生成AI活用先進事例では：[13] 

• 応答書ドラフト（シェル）の作成速度：従来比5倍の高速化が報告されている[13] 

• 全体的な作業時間削減：30〜50%の削減が実現可能とされる[13] 

• 記載不備（第112条相当）の削減：AI活用で44%削減、OA発生件数全体を18%低下させ

た事例もある[13] 

IP専門家の77%が生成AIでの時間・コスト削減を積極的に模索しており、58%がすでにポジテ

ィブな影響を確認している。Perplexity Computerの「永続メモリ」機能は、審査履歴を蓄

積してより文脈整合的な応答書ドラフトを生成することを可能にし、複数回のOA対応におい

ても一貫した戦略維持を支援する。[13] 

2.3 特許明細書作成・発明抽出の加速 

Personal Computerのローカルファイルアクセス機能は、知財業務に直接的なインパクトを

もたらす特筆すべき変革である。 

• 発明抽出の自動化：ローカルに保存された技術メモ、試作レポート、研究データをA

Iエージェントが能動的に読み込み、未整理技術情報から発明候補を自動抽出・構造

化する[14][15] 

• 明細書ドラフト生成：抽出した発明情報から請求項・要約・明細書の初期ドラフト

を自動生成する[15] 

• 内製化の促進：日本の大手製造業では、従来約15時間かかっていた弁理士への出願

依頼文作成が90%の時間短縮を実現した事例がある[16] 

知財業務に特化した日本の「知財AI™」（リーガルテック株式会社）は、特許調査・出願書

類作成・知財戦略立案において作業時間40〜70%削減を謳っており、Perplexity Computerと

Personal Computerの組み合わせはこれと同等以上の機能を汎用プラットフォームとして提

供しうる。[14] 

2.4 ポートフォリオ管理・競合インテリジェンスの高度化 



マルチエージェントアーキテクチャにより、次のような知財戦略業務の自律化が現実味を帯

びる： 

• 競合他社の出願動向の定期モニタリングと自動レポート生成 

• 特許ポートフォリオの強弱分析とホワイトスペース特定 

• 期限管理・ドケッティングの自動アラート（Slack・メール連携） 

AI支援特許起草ツール市場は2025年の2.5億ドルから2033年には約8億ドルへ、年平均15%のC

AGRで拡大すると予測されており、Perplexity Computerはこの市場の有力プレーヤーになり

得る。[16] 

2.5 AIエージェントシステム自体の特許戦略対象化 

Perplexity ComputerのようなマルチエージェントAIオーケストレーションシステム自体

が、新たな特許出願の対象となる。AIエージェントに関する特許は、以下を主張できる可能

性がある：[17] 

• 分散推論・連合学習・エージェントスウォームの特定の実装方式 

• 非汎用的なクラウドインフラ上での展開アーキテクチャ 

• タスク分解・サブエージェント生成の独自アルゴリズム 

Enfish v. Microsoftの判例が示すように、コンピュータ自体の機能を改善するものは特許適格

性を持つ可能性が高く、AIオーケストレーション技術のFTO分析と自社出願戦略の立案が急

務となる。[17] 

 

3. 知財業務における課題・リスク（ネガティ

ブインパクト） 

3.1 機密情報・未公開発明データの漏洩リスク 

知財業務における最大の懸念は未公開発明情報の外部流出である。Personal Computerはロ

ーカルMac miniを通じてファイルシステム全体にアクセスするため、未公開の特許出願書

類・発明提案書・技術ノートが意図せずクラウド側のAI処理に利用されるリスクがある。 

リスク項目 内容 深刻度 

未公開発明の公知

化 
OA対応やドラフト作成でクラウドに送信され

たデータが外部利用される 
極めて高い（新規

性喪失） 

営業秘密・技術秘

密の漏洩 
ローカルファイルへのAIアクセスによる関連

情報の意図せぬ収集 
高い 



守秘義務違反 弁理士法・職業倫理上の機密保持違反 高い（懲戒処分リ

スク） 

クライアント情報

の流出 
特許事務所が依頼人情報を第三者AIに処理さ

せる行為 
高い 

 

弁護士・弁理士向けのAIセキュリティ分析では、「パブリッククラウドのAIツールは、守秘

義務と弁護士・依頼人特権の観点から、機密保持契約と監査管理がなければ公開プラットフ

ォームとして扱うべき」と警告されている。[18] 

日本弁理士会（JPAA）は「弁理士業務AI利活用ガイドライン」β版において、入力データが

再学習に利用される可能性のあるパブリックLLMへの未公開情報の投入は弁理士法上の守秘
義務違反に該当しうると明示している。[13] 

Perplexity Enterprise ProはSOC2 Type II認証を取得し、ゼロ・データ・リテンション（Z

DR）オプションを提供しているが、このセキュリティ保証がPersonal Computerのローカル

ファイルアクセスおよびMac miniデバイス上のデータ処理にも完全に適用されるかについて

は、現時点では詳細な技術的検証が必要である。[19][20] 

3.2 AIハルシネーションと法的文書の信頼性リスク 

生成AIの「ハルシネーション」（架空の引用文献・存在しない条文の捏造）は、特許法実務

において致命的となりうる： 

• 存在しない先行技術文献を引用した応答書の提出 → 不正行為（Inequitable Condu

ct）として特許権の行使不能リスク 

• 明細書・請求項の記載不備（サポート要件違反）の見落とし → 無効審判での脆弱

性 

• クレームマッピングの誤認 → 進歩性判断の誤りによる権利化失敗 

USPTOは、AI生成物であっても提出書類の法的・倫理的要件を確認し署名する人間の実務家

が最終的な全責任を負うことを明言している。マルチエージェントシステムが複数モデルを

横断して自律実行するほど、どのモデルがどの段階でどの出力を生成したかのトレーサビリ

ティ確保が困難になる。[13] 

3.3 AI生成発明の発明者適格性問題 

USPTOは2025年に旧ガイダンスを撤回し、AI支援による発明の発明者適格性について「発明

の着想（Conception）は自然人の心の中で形成されるもの」という原則を再確認した。Perp

lexity Computerが自律的に技術的限定事項を含む補正案を提示した場合：[13] 

• その「着想」が人間か機械かを区別する記録の保持が必須となる 

• 適切なドキュメンテーションなしでは、将来の無効審判で発明者適格性が争われる

リスクがある 



• 国際出願における優先権主張においても、AI発明者記載による優先権不成立リスク

が明確化されている[13] 

3.4 「AI vs AI」パラダイムにおける対応の非対称性リス

ク 

USPTOはすでにAI駆動の先行技術検索システム（SCOUT、SimSearch）を審査官が日常利用し

ており、2025年10月〜2026年4月にかけて「AI自動検索パイロットプログラム（ASAP!）」を

実施中である。[21][13] 

審査側がAIで武装するほど、出願人側が旧来の手法に依存し続けることは競争劣位に直結す

る。しかし同時に、AIを活用した網羅的先行技術調査が可能になると、AIが発見できなかっ

た先行技術の見落としに対する法的責任がより厳しく問われる可能性もある。 

3.5 職業倫理・責任帰属の再定義 

Perplexity Computerが「3.25年分の業務を4週間で完遂」というパフォーマンスを知財業務

に適用した場合、以下の倫理的問題が浮上する：[1] 

• 弁理士のビジネスモデル変革：AIで業務時間が大幅短縮された場合、クライアント

への請求額（ビルアブルアワー）を引き下げるべきかという議論[13] 

• 専門家の責任の所在：自律実行されたワークフローにエラーが生じた場合の法的責

任 

• スキルの陳腐化と高度化の二極化：ルーティン作業はAIに移管され、戦略的判断能

力への要求が急激に高まる 

 

4. AIに委任できる業務と人間の専門性が不可

欠な業務 

2026年現在、知財業務における「AIへの安全な委任範囲」と「人間の介入が絶対的に必要な

領域」は以下のように整理できる：[13] 

業務タスク AI適合

性 
推奨アプローチ 

先行技術の一次検索・収集 高 AIに委任（ただし必ず一次ソース確

認） 

長文特許文献の要約・論点抽出 高 AIに委任（見落とし確認を追加） 

明細書・請求項の形式チェック（誤

記・整合性） 
極めて

高 
AIに全面委任可能 



OA応答書の初期ドラフト（シェル）作

成 
中〜高 Copilotとして活用（取捨選択は人

間が実施） 

クレームと引用文献の差異抽出（一次

解析） 
中 法的同一性の最終判断は人間が実施 

期限管理・ドケッティングのアラート 高 AIに委任（確認ステップを維持） 

発明抽出・発明提案書の骨格作成 中 Copilotとして活用 

権利範囲（クレームスコープ）の最終

決定 
委任不

可 
弁理士・知財専門家が全責任を負う 

第103条自明性に対する反論論理の構

築 
低〜中 人間の高度な技術的・法的洞察が必

須 

事業戦略との整合を踏まえた出願戦略 委任不

可 
知財専門家によるビジネス判断が不

可欠 

AI生成コンテンツの著作権・発明者適

格性判断 
委任不

可 
法的リスク評価は人間が実施 

 

 

5. 日本の知財部門・特許事務所への実践的示

唆 

5.1 採用すべきワークフロー設計 

Perplexity ComputerおよびPersonal Computerを知財業務に活用する際の推奨アプローチは

以下のとおりである： 

1. タスク細分化原則：大規模タスクを一括委任せず、離散的な小タスク単位でAIにプ

ロンプトを与え、各段階で人間が出力を検証・修正する反復ワークフローを構築す

る[13] 

2. 二段階調査アプローチ：Pass 1（発見フェーズ：広範なシードリファレンス収集）

→ Pass 2（証拠フェーズ：要素別クレームチャートと引用箇所マッピング）を維持

する[11] 

3. 一次ソース検証の徹底：AIが提示した引用文献は必ず一次ソース（特許PDF・経過記

録）で確認し、audit-readyなログを保持する[11] 

5.2 セキュリティ要件の充足 

未公開発明情報の処理に際して必須となるセキュリティ要件： 



• Enterprise版の利用限定：Perplexity Enterprise Pro（SOC2 Type II・ZDR対応）を

使用し、個人アカウントでの機密情報処理は厳禁[20][19] 

• ゼロ・データ・リテンション確認：Personal Computerのローカルファイルアクセス

が学習データとして外部利用されないことを契約・技術的に確認する 

• 未公開情報の隔離：出願前の発明情報は、ZDR保証のない環境には一切入力しない

（JPAAガイドライン準拠）[13] 

• Shadow AI対策：組織内でのAI利用状況を統制し、従業員がパーソナルアカウントの

Perplexityに業務情報を入力することを防ぐガバナンスの整備[22] 

5.3 競争優位のポジショニング 

• 競合他社・競合国（米国企業の生成AI活用率95%、CNIPAの自動審査システム等）に

対抗するため、Perplexity Computerを含む生成AIの段階的統合は「選択肢」から

「競争上の必須要件」へと変化している[16] 

• AI支援ツールの導入により特許品質が特許量よりもイノベーション収益を牽引する

傾向が確認されており、量的処理の効率化で生まれた時間を戦略的特許戦略の立案

に振り向けることが重要である[16] 

• 自社のPerplexity Computer活用ノウハウ自体を、競合に対するアドバンテージとし

て「営業秘密」で保護することも検討に値する[23] 

 

6. 今後の展望 

生成AIの技術トレンドは、テキストを受動的に返す「チャットボット」から、目標を与えら

れれば自律的に多段階タスクを完結させる「エージェンティックAI」へと進化している。近

い将来（2026〜2028年）の特許実務において想定される展開：[24][25] 

• AI同士の自律交渉（AI-to-AI Negotiation）：出願人AIエージェントと審査官AIツー

ルがクレーム範囲を半自律的に協議する実験的枠組みの試行[26] 

• 特許庁との直接連携API：Perplexityが発表した4つの新API（Search・Agent・Embed

dings・Sandbox）を通じ、特許庁のシステムとの直接インターフェースが整備され

る可能性[27] 

• Perplexity Financeとの統合：Bloomberg・FactSet対抗として発表されたPerplexity 

Financeが、競合企業の特許ポートフォリオ情報とビジネス指標を統合した戦略分析

を可能にする[4] 

AI支援特許起草ツール市場は2025年から2033年にかけて3倍以上の成長が見込まれ、特許実

務の自動化・高度化は加速の一途をたどる。知財専門家は、AIを「戦略的パートナー」と位

置付け、業務プロセス全体の再設計を能動的に主導する立場から、Perplexity Computerお

よびPersonal Computerが切り拓く新しい業務パラダイムに適応していくことが求められ

る。[16] 
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